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【概要】 

スーパーなどの小売店における肉や魚の販売に使われている食品トレーを削減する 

【実施結果】 

 スーパーの協力を得て、食品トレーを使用しない食料品の販売イベント（生鮮エコ朝

市）を２回実施し、ＰＲチラシ等を配布して啓発活動を行った。（1/22 そうてつローゼ

ン三ツ境店、2/12Fuji 橋戸店） 

◆ 実施の効果 

・ 買い物をするその場所での啓発活動は、機会を捉えていて効果的だった。 

・ 掲示板へのポスター掲出や、タウン紙によるＰＲ効果もあり、大盛況だった。協

力店舗からも、これだけ集客効果が大きいのならば、今後も毎月継続していきた

いとの意見が寄せられた。 

◆ 今後の予定 

・ 事業を実施したスーパー等で、当日の様子などをちらしやパネルにして広報する。

・ 区商連や、参加しなかったスーパーなどに、結果報告を行う。 

・ 他地域等での展開に活用していくために、記録資料をまとめる。 

【支援内容】 

・ チラシや啓発物品の作成支援、提供 

・ 記者発表などによる広報、区内の町内会掲示板へのポスター掲出調整 

・ キャンペーン当日のスタッフ応援（記録係、取材対応等） 

【効果検証】 

◆ 市民 

・ トレーだけでなく、その他のいらないものに気づくきっかけとなる取組だと思う。

・ 実際に物を買う場所・タイミングに啓発活動を行うため、効果が高い。当日の買

い物客からも「説明してくれて、よくわかった」という声があった。 

◆ 事業者 

・ 今回、キャンペーン成功の実績ができ、店舗としても取り組みやすくなったと思

う。また、協力店舗にとっては、来客が多かったことだけでなく、タウン紙等に

取り上げられることにもメリットがあったと思う。（チェーンストア協会） 

・ トレーには安全性や衛生面等の役割があり、ノントレー対応が可能な商品は一部

であるが、トレーを使う必要のないものを削減していくことには賛成である。（プ

ラスチック容器包装リサイクル推進協議会） 

◆ 行政 

・ 行政から市民にではなく、同じ消費者の立場から、市民が市民に呼び掛けたこと

に、大きな意味、効果がある。 

・ 大きな一歩ではあるが、次の展開が重要。深堀りと水平展開の両方をどのように

行うか、ひろばで引き続き議論すべき。 

【今後の課題、展開等】 

・ 継続的な取組としていくために、恒常的なイベント開催や、他地域でのキャンペー

ン実施を行っていく必要がある。実施の調整の際に、本キャンペーンの記録を活用

していく。 


